
substation 交流施jJを直流に変成するために造られた変短所。

使HJ 目的によってつぎの 3 つに大別することができる。 1 電気

鉄道m 2 化学用 3 その他速度制御を必要とする荷役機械や

エ レベータ等I江流機の電源用。

以上のうち 3 については最近交流モ ー タ ーがし、ちじるしく発

途して米たため，あまり使用されなくな っ た。その結よl!:底流変

711r斤は主として 1 または 2 の目的に使用される。化学問[江流変

tU所は低1.111 正大TE流を特長 とし， 強:~総としては水銀主主流禄や

J安触2l:流機が多く使用されている。

1 7D:気鉄道JfJ ïlIVîE変電所の極怒l

(1) 手動操作変電所 迎転上の務保作を主として手動て寸二T う

ものであって， 比較的関散線路の小谷iE:変電所の吻合に用いら

れる。

(2) 半 I~I íIVJ公 7.[所 巡転上の諸操作を縦t6:昔*害事を用いて半自

動的に行うもので， 大部分の~~11所はこれに嫁する。

(3) 述)j制御

変電所他のゑ:

711)')[または指令

所等から途方払i

作される2l:'l11所

であって ， U~ぷ

合理化の l凶 と技

術の進歩によっ

て最近急速に発

途しつつある。

巡転上の務操作

は継1'.17，器等によ 直流変111所屋外設備

り大部分が自動的に行われる乙とはもちろん，製品も全く i泣か

ないこ とを日記告としている。

2 直流変電所の設耐iJ

川受11ì設 vm 発7k所から送られて来る交流電源を受けるた

めの設備で， 都市の中心部を除いて， ほとんどが屋外設備であ

る。発電所から直接または 1 次変電所を介して，架空送従線で

米たものを屋外欽隣に引き一止め， 交流遮(しぞ)断総を i泣いて開

閉する。都市中心部で架空送電線の造れない所では，地中ケー

ブノレで引込み，屋内設備とする。交流遮断総としては油入遮断

総.節税l型(がい子型)遮断7，号 ・ 7}(.遮断線 ・ 2E気吹付型i虚断i*

等が別いられている。受電電圧の極類は 7 万， 6 万 4 万 2

万， 1 万 3 千 3 百V等があるが 7 万 6 万 2 万Vが大部分

をしめている。

(2) 変成設。iii 受電電力を必~な íl1 1上の直流尽力に替えるた

めの設vmで ， 1底流変電所の主体をなす設備て・あり，変EE総と変

成法(交流7江力を直流電力に替えるもの)よりなる。

ア 変圧線特荷受電電圧を適当な7E圧に下げるものと，

2l:成禄に送り込むために都合のよい状態(通常 3 相交流を 6 科l

に替える)に替えるものとがある。古商前1甘]者を主変庄骨総i苦I (main Tr吋) 

後者を機断告総糊号刊削丹用!変正岩i*" (m灯ma旧aci出t
を一絡にしたものや，機探朋変!王\lðのみのものを一段落し， 同

2l:圧総を有するものを 2 段落しと呼んでいる。

イ 変成総交流電力を直流'tIj:j]に替えるもので， いろい

ろな在l!!fiの機探が使附されているが，回転僚と水銀撃流然に大

別することができる。 (7) 回転機 これにはつぎの償額がある。

A 電動発電般向山]電動機または誘導電車1I憾と，砿流発電俄

を直結にしたものである。 B 回転変流儀直流発電機の電機

子に，盤苦ft子と反対側に交流用のスリップリングを付けたもの

で，電話量子巻線には直流電流と交流協流の差だけが流れるので

ちょぞうひん

比較的小型にできる。回転機の大部分はこれである。 C 電動

変流儀誘導電動機と直流発電機を直結し， さらに電気的に縦

続状態とした一極の回転変流儀である。(イ) 水銀投流官官 水銀

蒸気中の放電を利用して整流を行うもので， 最近いちじるしい

発達を続けており ， その極類ft非常に多い。材質的にはガラス

整流4fit と欽そう投流総に分けられる。ガラス整昔fEU;:は過負荷耐

益:の小さい欠点があって ， 閑散線区の小~位変電所以外では使

用されていない。冷却方式により水冷式と風冷式がある。同じ

欽そうの内にも多陽極裂と単極型があり，単駆型の中にはエキ

サイトロ γ とイグナイトロ γがある。最近は封じ1;;1)り(ポ γプ

レス)整流~*も出現するようになった。変成岩告はほとんどすべ

てが屋内設fliliである。最近キュ ー ピクルに入れた屋外型もでき

るようになった。変圧2tは屋外型と屋内型がある。

(3) きtE設備 変成探により直流になった電力を，従事や111

気機I~I専に供給するために送り出す設備であり ， 高速度遮断採

がその主体である。これはき電電流の開閉および外線事故の場

合に自動遮断を行わせるためのものである。 通常きíJÌ引出 口 を

各方蘭別に分制して， 外線事故の場合き7:(1停止となる区間の紛

少を計ると同時に， き電電流を小さくして事故選択i虚断に使な

らしめている。(村田良二郎)

ちょこうじ よ う 貯鉱場 輸送の調節や生産の円滑をはかる

ため，鉱石をJti'えて世く場所。セメント工場の石灰石や， 製鉄所

の鉄鉱石等をIti'紋 して泣 く ところが， その代表的なものである。

(村田政人)

ちょぞうひん 貯蔵品 国鉄の事業に使用するたふう，部外か

ら購入し，または部内で製作もしくは生産した物品は， 原則と

して用品節または使用現場に貯I哉され，それぞれの期途に応じ

て使用される。この物品を貯絞品 と いい， その受入れおよび払

出しを整理する勘定をJti'政品勘定という。

すなわち購入，製作または生産した物品はJti'級品勘定の借方

額に， 貯政品から払出したときは， その貸方領にそれぞれ計上

され， この受払残額は作業資産として財務諸表に計上される。

1 分類

(1) 保管箇所による分類

ア 第 1 貯蔵品 用品~IÍおよび工場用品庫(自動}Iï工場およ

び被服工湯の用品庫を含む)において保管している貯政品をい

い， 使用時!YJまたは使用箇所の決定するまで，貯放しておくも

ので，主として第 2 J狩放品への配給を対象 とするものである。

イ 第 2 貯蔵品 使用箇所である現場機関(保線区 ・電力区 ・

俊|装l区 . 印刷場等)において貯放する物品をいい， 主として第

1 J狩政品または工場貯政品から配給になったものおよび使用箇

所に直接納入されたJti'政品で， その使用目的がほぼ決定 してい

るものである。

ウ 工場貯蔵品 車両工場において保管する貯政品をいい，

主として第 l 貯政品から配給されたものおよび工場に直接納入

された物品ならびに工場で製作した物品を編入し， 工場および

工場の修繕受持区で使用する貯蔵品である。

ェ 炭鉱貯蔵品 志免鉱業所において保管する貯蔵品をいい，

鉱業所において使用する物品を編入し， ここで産出された石炭

で鉱業所以外で使用するものについては， 炭鉱j狩放品とせず第

l 貯蔵品に編入される。

以上のように保管筒所によるj狩政品の分類は， 貯放品の巡m

計画の必要上から と られる区分であって， その巡mは物品準日;j

規程の定めによって行われるものである。

'2) 整理上の分類

ア 甲種貯蔵品 新品をいい， 購入した物品， 部外に製作を
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